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第１６３５回例会 会長挨拶 

会長 大石昭裕 

皆さん、こんばんは。 

今日は合同例会お世話になります。名古会長の格調高い挨

拶と違い、いい加減な挨拶で申し訳ありません。合同例会と云い

ますと９年前の２月１８日、この合同例会時に自分の入会式が行

われました。飲む席であるにも関わらず、やたら緊張しまくってい

たことを思い出します。 

それが９年経ち、こんな人間になってしまいました。これも偏に

皆さんのおかげかと。 

他クラブとは違い気が置けない方々ばかりで、今後も両クラブ

が友情を深め、お互いに発展していければと思います。これから

懇親会がありますが、限られた時間ではありますが楽しく過ごさ

せていただきます。よろしくお願い致します。 

ジョン Ｆ.ジャーム 

生子 哲男 

大石 昭裕 

安本 晋 

毎週月曜日１２：３０点鐘 
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スマイル報告 

 

  梅田欣一 司法修習生がお世話になります 

  坪内秀樹 お世話になります。 

  前田 守  お世話になります。 

  安本 晋  お世話になります。 

  中田 真  お世話になります。 

 
本日のゲスト・ビジター 

 

ゲスト 青田直洋様（梅田会員の司法修習生） 

ビジターはありません。 
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会長挨拶 幹事報告 

■ 事務連絡 ■ 

  ＊ガバナー事務所より 

   ２０１７年３月のロータリーレート １ドル＝１１６円 

   職業奉仕セミナーＤＶＤ 到着 

     

■ 例会変更 ■ 

  ＊長泉ロータリークラブ 

   ３月８日(水)→早朝例会 

  ＊富士宮西ロータリークラブ 

   ３月１０日(金)→移動例会 

  ＊沼津ロータリークラブ 

   ３月１７日(金)→夜間例会 

  ＊富士宮西ロータリークラブ 

   ３月１７日(金)→裁量休会 

  ＊裾野ロータリークラブ 

   ３月２４日(金)→夜間例会 

      

■ 週報到着 ■ なし 



◆次回例会プログラム◆ クラブ協議会（ＩＭ報告） 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年は沼津西ロータリークラブ主催で、ニューウェルサンピア沼津にて行われました。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 席 報 告  
      

会員数 
出席計算に 

用いた会員数 出席数 出席率 
前々回 2 月 20

日修正出席率 

１９名 １７名 １４名 89.47% 72.22% 

 

 

 

 

 

出席： 古泉・太田・菊地・前田・梅田 他     計１４名 

 

欠席： 野口・荒川・石川                計３名 

 

ＭＵ：                              計０名 

沼津西ＲＣ合同例会 

第１２２２回会長挨拶 

沼津西ＲＣ 会長 名護良輔様 

ロータリーの友誌３月号のＲＩ会長メーッセージの中で、かつてロータリークラブ

が女性会員に扉を閉ざしていた事を振り返り、ジャーム会長は、こう述べていま

す。 

「ロータリーに女性会員を迎えるという考えに、なぜそんなに頑なに反対したの

か――今となっては、私たちの大半にとって想像しがたいことです。振り返って

みると、その反対は、ただ単に変化す事への抵抗に過ぎなかったのだと思いま

す」 

この部分を読んでいて、かつて読んだ二冊の本を私は思い出していました。

一つは、伊丹十三さんが強い影響を受けたといわれる、心理学者の岸田秀さん

が書かれた、「ものぐさ精神分析」。そしてもう一冊が、テレビドラにもなり現在放

映中である、アドラー心理学を広く日本でも知らしめた名著、「嫌われる勇気」で

す。岸田氏は本の冒頭で、こう書かれています。 

「フロイド理論は、何よりもまず、社会心理学である。一般には、フロイドは神

経症者個人の心理の研究から出発して、精神分析理論をつくりあげ、その生涯

の後半に至って、その理論を宗教現象や文化現象などの集団心理に応用し

た、と考えられているが、わたしの意見によればこれは逆であって、彼はまず集

団心理現象を下敷きにして、そのアナロジーにもとづいて、神経症者個人の心

理を理解しようとした、と言うことができる」つまり私たちは、精神分析というと、個

人的な心のレベルの問題だ、と思いがちですが、実はそうではないのです。 

また、「嫌われる勇気」の中での、印象深い場面に、こんな箇所があります。

他者と上手に交わることができずに、自分を好きになれない若者が、聞き手の

哲人から、こう言われます。「あなたはご自分のことを、不幸な人間だとおっしゃ

る。いますぐ変わりたいとおっしゃる。別人に生まれ変わりたいとさえ、訴えてい

る。にもかかわらず変われないでいるのは、なぜなのか？それはあなたが、ご自

分のライフスタイルを変えないでおこうと、不断の決心をしているからなのです」 

そうなのです。人は常に「変わらない」という決心をしているのです。そしてロ

ータリークラブも、かつては、女性会員を入れないでおこう、このまま変わらない

でおこう、という決心を繰り返していたのです。 

１１２年を経てきたロータリークラブも、大きな変革期を迎えています。変えて

はいけないもの。そして変化することを恐れてはいけないもの。他者から嫌われ

ることを恐れることなく、その問いかけを不断に行い続けることが、ロータリークラ

ブにとっても、そして私達会員一人一人にとっても、とても大切なのです。 


